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『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
七
十
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵  �

『
五
十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻

御
手
洗
　
靖
　
大

兼
　
築
　
信
　
行

【
序
言
】

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
『
五
十
番
歌
合
』（
ヘ
四‒

八
二
一
三
）
に
解
題
を
付
し
、
翻
刻
す
る
。
当
該
本
は
十と

お

市ち

遠と
お

忠た
だ

（
一
四
九
六
～
一
五
四
五
）
の
自
筆
本
（
自
筆
自
作
品
）
で
あ
る
（
以
下
、
新
収
本
と
称
呼
す
る
）。

遠
忠
は
室
町
時
代
後
期
（
戦
国
時
代
）
の
歌
人
で
あ
る
。
十
市
氏
は
春
日
大
社
や
興
福
寺
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
大
和
平
野
の
東
部

を
拠
点
と
し
た
。
大
和
の
国
人
と
し
て
の
十
市
氏
の
出
自
は
、
実
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
十
世
紀
後
半
に
十
市
宿
禰
有
有あ

り

象か
た

が
中
原

姓
を
賜
り
、
中
原
を
称
し
た
と
い
い
、
遠
忠
も
「
中
原
遠
忠
」
と
自
署
し
て
い
る
。
し
か
し
、
有
象
と
遠
忠
の
関
係
は
不
詳
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い（

１
）。

な
お
遠
忠
は
十
市
氏
の
惣
領
と
な
っ
て
い
る
。
戦
国
武
将
た
る
遠
忠
で
あ
る
が
、二
十
七
歳
か
ら
、四
十
九
歳
で
没
す
る
ま
で
、

旺
盛
な
和
歌
活
動
を
行
っ
た
。
玄げ

ん

誉よ

や
徳
大
寺
実さ

ね

淳あ
つ

に
師
事
、
後
に
富
小
路
資す

け

直な
お

・
三
条
西
実
隆
・
三
条
西
公
条
な
ど
に
歌
合
の
判
や
合

点
を
求
め
、
都
の
歌
壇
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
。
自
身
も
歌
会
や
歌
合
を
催
し
、
数
多
の
自
歌
合
が
伝
存
し
て
い
る
。
既
に
早
稲
田
大

学
図
書
館
に
は
、
自
筆
本
と
し
て
『
三
十
番
歌
合
』（
ヘ
四‒

八
〇
六
九
）
と
『
太
神
宮
法
楽
百
首
』（
ヘ
四‒

八
一
〇
七
）
が
所
蔵
さ
れ
て
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い
る
が
、
当
該
新
収
本
も
ま
た
自
筆
の
自
歌
合
で
あ
っ
て
、
本
学
図
書
館
の
遠
忠
自
筆
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
都
合
三
点
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
次
ぐ
点
数
で
あ
る
。
ま
た
、
遠
忠
は
多
く
の
歌
集
・
歌
書
を
書
写
し
て
お
り
、
稀
本
や
善
本
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
し
て
お
き
た
い（

２
）。

本
学
図
書
館
も
遠
忠
筆
の
『
草
菴
和
歌
集
』（
ヘ
四‒

八
二
〇
二
）
を
蔵
す
る
。

遠
忠
の
自
筆
自
歌
合
た
る
当
該
本
は
、
遠
忠
研
究
の
み
な
ら
ず
、
広
く
室
町
期
の
和
歌
・
典
籍
研
究
に
寄
与
し
う
る
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
遠
忠
の
和
歌
活
動
と
書
写
活
動
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
と
武
井
和
人
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る（

３
）。

【
解
題
】

遠
忠
の
『
五
十
番
歌
合
』
は
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
本
は
享
禄
年
間
（
一
五
二
八
年
～
一
五
三
一
年
）
の
冬
に
結
番
さ
れ
た

自
歌
合
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
五
十
番
歌
合
』（
以
下
、
尊
経
閣
本
）
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
て
い
た
。
尊
経
閣
本
は
五

つ
の
歌
合
を
合
写
す
る
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り
、
当
該
歌
合
は
五
番
目
の
「
五
十
番
歌
合
」
に
当
た
る（

４
）。

そ
し
て
「
此
一
冊
者
予
稽
古
初

所
詠
也
。
仍
年
経
而
後
見
之
処
、
荒
涼
事
等
旁
片
腹
痛
之
間
、
投
火
中
思
立
」
と
記
し
、
こ
れ
ら
の
歌
合
は
歌
作
の
初
期
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
尊
経
閣
本
は
後
年
そ
れ
を
纏
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
当
該
歌
合
の
識
語
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
歌
合
者
、左（
者
）半
日
大
永
八
年
春
詠
之
。
右
為
聖
廟
法
楽
同
七
年
八
月
廿
五
日
一
日
詠
之
。
然
享
禄
冬
、書
番
為
指
南
資
直
判
詞
、

所
望
一
巻
書
寫
之
次
、
右
哥
御
点
、
徳
大
寺
相
国
入
道
殿

左
方
歌
は
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
八
月
二
五
日
に
北
野
社
法
楽
と
し
て
詠
ま
れ
た
一
日
五
十
首
詠
、
右
方
歌
は
同
八
年
（
一
五
二
八
）
春

に
詠
ま
れ
た
半
日
五
十
首
詠
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
享
禄
年
間
（
一
五
二
八
～
一
五
三
二
）

（
５
）

の
冬
に
結
番
し
、
判
を
富
小
路
資
直
に
、
点
を
徳

大
寺
実
淳
に
依
頼
し
た
と
あ
る
。
左
方
歌
の
一
部
は
、『
新
編
私
家
集
大
成
』「
遠
忠
Ⅰ
」
の
詠
草
（
二
二
〇
～
二
二
八
）
に
「
聖
廟
法
楽

五
十
首
和
歌
」
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
五
十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻

判
者
の
富
小
路
資
直
は
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
従
三
位
。
長
ら
く
六
位
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
五
位
の
昇
殿
に
際
し
て
は
殿
上
人
の

反
対
署
名
も
あ
っ
た
と
い
う
。
九
条
家
や
三
条
西
家
で
重
用
さ
れ
た
公
家
歌
人
で
あ
っ
た
。
生
年
は
未
詳
だ
が
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）

に
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
享
禄
年
間
は
、
資
直
の
晩
年
と
な
る
が
、
遠
忠
と
は
そ
の
頃
に
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
苦
労
人
で
あ
っ

た
せ
い
か
面
倒
見
が
よ
く
、
当
該
歌
合
以
外
に
も
、『
五
十
番
歌
合
（
享
禄
三
年
春
）』、『
五
十
番
歌
合
（
享
禄
四
年
二
月
）』
の
判
者
も
つ
と

め
て
い
る（

６
）。

徳
大
寺
実
淳
（
一
一
四
五
～
一
五
三
三
））
は
和
歌
を
好
ん
だ
清
華
の
歌
人
。
三
条
西
実
隆
ら
と
の
交
流
が
知
ら
れ
る
。
永
正
六
年

（
一
五
〇
九
）
に
太
政
大
臣
、
同
八
年
出
家
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
没
。
晩
年
は
、
息
男
の
空
実
が
興
福
寺
の
子
院
（
喜
多
院
）
に
入
っ

て
い
た
た
め
、
奈
良
に
滞
在
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
遠
忠
が
は
じ
め
に
関
係
を
持
っ
た
公
家
は
実
淳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）

【
書
誌
】

新
収
本
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
巻
子
本
一
軸
。
表
紙
は
花
紋

の
緞
子
で
、
縦
二
五
・
五
糎
、
幅
二
五
・
〇
糎
、
外
題
は
無
い
。

見
返
し
は
金
銀
切
箔
砂
子
散
ら
し
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉
紙
、
墨
付

一
五
紙
を
継
ぐ
。
一
紙
は
約
二
九
糎
ほ
ど
（
第
一
紙
は
三
一
・
六
糎
、

第
一
五
紙
は
二
七
・
八
糎
）。
桐
箱
に
収
め
る
。
内
題
「
五
十
番
歌
合
」。

一
首
一
行
書
き
、
歌
の
字
高
は
二
二
・
五
糎（

８
）、

一
紙
二
〇
行
。
和

歌
に
は
合
点
を
付
す
。
詞
書
と
同
じ
高
さ
に
判
詞
を
記
す
。
武
井

和
人
は
こ
れ
を
「
評
語
」
と
し
て
い
る（

９
）。

和
歌
・
判
詞
と
も
に
同
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筆
。「
右
」
や
「
な
」
な
ど
、
遠
忠
に
特
有
の
字
体
が
確
認
で
き
る
。
右
筆
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
遠
忠
自
筆
と
認
定
す
る
。

第
五
紙
と
第
六
紙
の
継
ぎ
目
と
、
第
一
一
紙
と
第
一
二
紙
の
継
ぎ
目
の
、
そ
れ
ぞ
れ
線
対
称
の
位
置
に
虫
損
が
存
し
、
修
補
が
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
第
四
紙
と
第
五
紙
の
継
ぎ
目
と
、
第
一
二
紙
と
第
一
三
紙
の
継
ぎ
目
が
、
そ
れ
ぞ
れ
合
点
の
一
部
と
重
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
折
り
目
跡
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
確
認
で
き
る
の
で
、
袋
綴
本
か
ら
の
改
装
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

尊
経
閣
本
で
は
資
直
の
判
詞
が
歌
句
に
傍
記
さ
れ
る
形
を
と
る
が
、
新
収
本
は
判
詞
の
形
に
記
さ
れ
て
い
る
。
判
詞
も
含
め
一
筆
と
認

め
ら
れ
る
。
推
敲
の
結
果
併
記
さ
れ
た
補
記（

（1
（

が
存
し
、
自
筆
の
浄
書
手
控
え
本
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
武
井
和
人
氏
よ
り
多
大
な
教
示
を
得
た
。
ま
た
書
誌
に
つ
い
て
は
、
瀧
山
嵐
氏
か
ら
教
示
を
得
た
点
が
あ
る
。
本
稿
は
御
手
洗
靖

大
が
執
筆
し
、
兼
築
信
行
が
校
閲
し
た
。

注（
１
）　

朝
倉
弘
『
奈
良
県
史　

第
一
一
巻　

大
和
武
士
』（
一
九
九
三
年
、
名
著
出
版
）
参
照
。

（
２
）　

例
え
ば
、
宗
良
親
王
（
後
醍
醐
天
皇
皇
子
）
の
『
李
花
和
歌
集
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
３
）　

井
上
宗
雄
「
十
市
遠
忠
に
つ
い
て
」（『
言
語
と
文
芸
』
五
〇
、一
九
六
七
年
一
月
）、
同
『
中
世
歌
壇
の
研
究　

室
町
後
期
』
改
訂
新
版
（
一
九
八
七

年
、
明
治
書
院
）、
武
井
和
人
『
十
市
遠
忠
和
歌
典
籍
の
研
究　

研
究
篇
』（
二
〇
二
〇
年
、
武
蔵
野
書
院
）
参
照
。

（
４
）　

尊
経
閣
本
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
井
上
宗
雄
「
十
市
遠
忠
三
十
番
歌
合
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』

四
四
、
一
九
九
七
年
三
月
）、
武
井
和
人
（
研
究
代
表
者
）『
中
世
後
期
南
都
蒐
蔵
古
典
籍
の
復
元
的
研
究
』（
平
成
一
五
年
度
～
平
成
一
七
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金(

基
盤
研
究
（
Ｂ
））
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
武
井
和
人
「
遠
忠
歌
合
・
自
歌
合
解
題
稿
」（『
十
市
遠
忠
和
歌
典
籍

の
研
究　

研
究
篇
』
二
〇
二
〇
年
、
武
蔵
野
書
院
）。

（
５
）　

武
井
「
遠
忠
歌
合
・
自
歌
合
解
題
稿
」
は
享
禄
元
年
か
と
す
る
（
二
七
九
頁
）。

（
６
）　

井
上
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』（
二
六
〇
頁
）
参
照
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
五
十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻

（
７
）　

井
上
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』（
三
〇
五
、
三
〇
九
頁
）
参
照
。

（
８
）　

字
高
に
つ
い
て
、
拙
稿
（「〈
新
収
資
料
紹
介
〉『
五
十
番
歌
合
』（
十
市
遠
忠
五
十
番
自
歌
合
〈
享
禄
某
年
冬
〉」『
ふ
み
く
ら
』
一
〇
二
、
二
〇
二
二

年
一
〇
月
）
で
は
誤
記
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

（
９
）　

武
井
「
遠
忠
歌
合
・
自
歌
合
解
題
稿
」。

（
10
）　

武
井
「
重
層
を
な
す
自
筆
本
（
一
）
─
『
住
吉
法
楽
百
首
』
攷
─
」（『
十
市
遠
忠
和
歌
典
籍
の
研
究　

研
究
編
』
二
〇
二
〇
年
武
蔵
野
書
院
）
な

ど
参
照
。

【
翻
刻
】

〔
凡
例
〕

一
、
底
本
の
改
行
等
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
と
す
る
。

一
、
和
歌
の
下
の
括
弧
内
に
通
し
歌
番
号
を
付
す
。

一
、
欠
損
に
よ
る
判
読
不
能
文
字
は
□
と
す
る
。

一�

、
歌
題
と
勝
負
付
は「
左
」「
右
」の
右
下
に
や
や
小
さ
く
記
さ
れ
る
が
、翻
字
で
は
同
じ
大
き
さ
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
小
字
は〈　

〉

に
括
る
。

一�

、
判
詞
は
「
左
」「
右
」
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
か
ら
記
さ
れ
る
が
、歌
頭
二
字
下
げ
に
統
一
す
る
。
な
お
39
番
歌
に
続
く
判
詞
「
珍
重
也
」

の
み
第
三
句
の
左
に
小
書
き
さ
れ
る
が
、
尊
経
本
も
同
断
で
あ
る
。

※　

画
像
は
、
早
稲
田
大
学
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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〔
本
文
〕

五
十
番
歌
合

			



　
　
　
　
　
　
　
　

兵
部
少
補
中
原
遠
忠

		


左　

初
春
待
花　

勝

	

春
か
せ
の
立
に
し
日
よ
り
し
ら
雲
の
な
か
め
の
す
ゑ
に
花
そ
ま
た
る
ゝ
（
1
）

		


す
か
た
こ
と
は
尤
よ
ろ
し

		


右　

霞
間
松

〽
か
す
む
よ
り
春
と
は
し
る
し
朝
ほ
ら
け
松
吹
か
せ
も
世
も
の
こ
か
に
て
（
2
）

		


是
又
ま
く
へ
し
と
は
見
え
侍
ら
ね
と
一
番
の
左
な
れ
は
勝

		


の
字
を
ゆ
つ
り
侍
ぬ

		


左　

山
路
尋
花　

勝

	

行
く
ら
し
山
ち
夜
深
き
月
に
ね
て
明
な
は
猶
や
花
を
た
つ
ね
ん
（
3
）

		


右　

朝
夕
鶯

	

う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
も
し
つ
け
き
世
に
出
て
朝
夕
春
の
な
か
め
と
そ
な
る
（
4
）

		


結
句
お
も
ひ
た
き
に
や

		


左　

山
花
未
遍　

持

	

よ
そ
め
に
は
皆
さ
く
木
々
と
き
て
み
れ
は
お
く
は
雲
な
る
山
の
は
の
花
（
5
）

		


右　

梅
紅
白
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十
番
歌
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』
解
題
と
翻
刻

	
む
め
の
花
し
ろ
き
か
中
に
紅
を
う
へ
ま
せ
て
こ
そ
春
も
色
〳
〵
（
6
）

		


左　

朝
見
花　

持

	

露
を
き
て
消
ぬ
ま
を
の
み
み
る
花
の
は
な
に
な
吹
そ
春
の
朝
風
（
7
）　

」
第
一
紙

		


右　

堤
辺
柳

	

青
柳
の
い
と
よ
り
か
け
て
吹
か
せ
の
一
す
ち
な
か
き
春
の
つ
ゝ
み
に
（
8
）

　
　
　

両
首
と
も
に
心
ゆ
る
す
こ
そ
見
□
ふ
れ

		


左　

遠
村
花　

持

	

春
の
日
に
霞
乱
て
さ
く
花
の
む
ら
〳
〵
見
ゆ
る
春
の
遠
さ
と
（
9
）

		


春
の
日
に
か
す
み
乱
へ
き
こ
と
は
り
き
こ
え
す
又
春
の
と
を

		


さ
と
ゝ
い
ひ
は
て
た
る
も
き
ゝ
に
く
し

		


右　

浦
春
月

〽
を
よ
は
し
や
春
は
絵
島
に
執
筆
も
う
ら
を
ふ
か
め
て
か
す
む
よ
の
月
（
10
）

		


左　

故
郷
花

	

花
さ
け
は
む
か
し
に
か
へ
る
志
賀
の
里
人
こ
そ
こ
そ
り
春
の
一
剋
（
11
）

		


右　

惜
花
経
年

〽
年
へ
ぬ
る
花
もの

山
歟り

い
か
に
こ
と
ゝ
は
む
む
か
し
は
ち
ら
ぬ
春
の
も
あ
り
や
と
（
12
）

		


左　

田
家
花

	

山
里
の
田
つ
ら
に
た
て
る
さ
く
ら
花
お
な
し
色
な
る
鵇
の
こ
か
れ
羽
（
13
）
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此
鳥
不
得
才
覚
候
上
惣
而
風
体
如
何

		


右　

花
処
　々

勝

	

さ
く
ら
花
い
ま
や
先
み
む
冬
草
の
は
つ
か
に
さ
け
る
と
こ
ろ
〳
〵
を
（
14
）

		


左　

古
寺
花

	

あ
す
か
て
ら
花
は
む
か
し
の
色
香
に
て
い
ら
か
く
つ
る
ゝ
春
雨
そ
ふ
る
（
15
）　

」
第
二
紙

		


第
四
句
み
む
ろ
の
岸
な
と
い
へ
る
や
う
に
は
聞
え
さ
る
歟

		


右　

菫
染
袖

〽
我
袖
も
そ
む
る
は
か
り
に
ひ
く
ま
の
ゝ
す
み
れ
つ
む
と
て
春
そ
き
に
け
る
（
16
）

		


第
五
句
こ
ゝ
ろ
え
か
た
し

		


左　

花
似
雪

	

花
さ
か
り
さ
な
か
ら
雪
の
み
よ
し
の
に
冬
こ
も
る
ら
む
春
の
里
人
（
17
）

		


右　

渓
款
冬

〽
谷
ふ
か
み
人
も
と
は
し
と
口
な
し
の
色
に
や
花
の
世
を
は
う
ら
む
る
（
18
）

		


左　

河
辺
花　

持

	

花
の
な
み
立
こ
そ
か
く
せ
桜
さ
く
ふ
る
川
の
へ
の
杉
の
こ
す
ゑ
を
（
19
）

		


右　

暮
春
山

〽
春
の
日
の
し
つ
か
に
く
る
ゝ
山
か
け
を
た
の
し
む
人
や
分
て
み
る
ら
ん
（
20
）

		


左　

深
山
花　

勝
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『
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十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻

	
尋
ね
き
て
み
る
人
あ
ら
し
あ
し
引
の
忍
ふ
の
山
の
お
く
に
さ
く
花
（
21
）

		


右　

岡
新
樹

	

紅
葉
よ
り
染
こ
そ
ま
さ
れ
か
た
を
か
の
あ
ゆ
よ
り
も
こ
く
茂
る
梢
は
（
22
）

		


左　

暮
山
花

	

つ
れ
な
し
や
な
か
き
春
日
の
暮
を
も
し
ら
す
か
ほ
な
る
花
の
雨
か
け
（
23
）

		


右　

海
辺
郭
公　

勝

〽
わ
く
ら
は
に
と
へ
る
つ
て
か
も
時
鳥
須
磨
の
う
ら
は
の
夜
半
の
一
声
（
24
）　

」
第
三
紙

		


左　

古
渓
花　

持

	

谷
の
戸
の
花
を
あ
る
し
に
す
み
か
□
□
か
つ
ら
き
山
の
春
の
山
伏
（
25
）

		


第
三
句
耳
と
を
き
心
ち
し
侍
り

		


右　

閑
居
夏
月

	

さ
ひ
し
さ
を
忘
む
と
す
れ
は
短
夜
に
む
か
ふ
月
さ
へ
い
た
く
か
た
ふ
く
（
26
）

		


閑
居
の
こ
ゝ
ろ
か
す
か
な
る
歟

		


左　

関
路
花　

持

	

み
と
り
た
つ
関
の
杉
む
ら
か
す
む
な
り
相
坂
山
の
花
や
さ
く
ら
ん
（
27
）

		


五
文
字
其
詮
未
ニ

き
こ
え
す

		


右　

川
夕
立

〽
夕
立
に
た
ち
や
す
ら
へ
は
谷
川
を
わ
た
ら
ぬ
ほ
と
に
水
ま
さ
り
き
て
（
28
）
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こ
と
は
り
は
き
こ
え
侍
れ
と
か
つ
ま
て
は
如
何

		


左　

羇
中
花　

勝

	

た
ひ
衣
し
ほ
り
は
て
ゝ
も
花
み
つ
ゝ
山
ち
に
く
ら
す
春
は
う
か
ら
す
（
29
）

		


よ
ろ
し
き
ゝ
似
た
り

		


右　

松
下
水

	

松
か
せ
を
手
に
む
す
は
ね
と
涼
し
さ
に
岩
ま
の
し
水
し
は
し
忘
れ
つ
（
30
）

		


左　

湖
上
花　

持

	

か
ら
崎
の
松
こ
そ
な
け
れ
み
る
花
の
た
く
ゐ
な
き
色
に
よ
す
る
さ
ゝ
波
（
31
）

		


右　

浜
早
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
四
紙

〽
今
日
よ
り
は
秋
の
な
か
め
も
あ
り
そ
海
の
浜
の
真
砂
の
つ
き
せ
ぬ
う
ら
か
せ
（
32
）

		


両
首
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
ぬ
に
や

		


左　

橋
下
花　

持

	

あ
や
う
さ
を
み
つ
ゝ
忘
て
信
の
ち
や
木
曽
の
か
け
は
し
花
に
行
き
て
（
33
）

		


て
文
字
さ
し
あ
ひ
き
こ
ゆ
行
き
ゝ
て
い
へ
る
も
い
か
ゝ

		


右　

朝
草
花

	

朝
あ
け
の
花
の
露
み
む
秋
の
野
に
ふ
り
な
落
し
そ
す
ゝ
む
し
の
こ
ゑ
（
34
）

		


第
四
句
心
え
す
朝
あ
け
も
沙
汰
あ
る
歟

		


左　

花
下
送
日　

持
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番
歌
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と
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花
み
つ
つ
日
数
つ
も
り
て
か
へ
ら
ね
は
む
く
ら
に
と
つ
る
宿
と
成
ら
ん
（
35
）

		


花
み
る
日
か
す
の
ほ
と
に
む
く
ら
に
と
つ
る
ま
て
の
こ
と
は

		


あ
り
か
た
く
や

		


右　

連
夜
翫
月

	

夜
を
か
さ
ね
い
つ
か
は
あ
か
む
久
か
た
の
月
を
は
ひ
る
も
わ
か
て
み
ま
ほ
し
（
36
）

		


下
句
平
懐
に
き
こ
ゆ

　

 　
〈
左　

庭
前
落
花　

持
〉

	

桜
花
又
さ
か
り
を
も
み
つ
る
か
な
ち
り
し
く
庭
を
は
ら
ふ
山
か
せ
（
37
）

		


い
ひ
お
ほ
せ
す

		


右　

観
月
傷
老

〽
見
る
ま
ゝ
に
月
に
う
か
れ
て
た
つ
か
弓
引
か
へ
さ
れ
ぬ
老
の
す
か
た
を
（
38
）

		


た
つ
か
弓
さ
し
た
る
所
用
な
き
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
五
紙

		


左　

暮
春
惜
花　

勝

	

さ
ら
て
た
に
お
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
花
の
か
け
を
春
も
く
れ
行
夕
暮
の
空
（
39
）

					







〈
珍
重
也
〉

		


右　

雁
迷
雲
霧

	

秋
き
り
に
立
ま
か
ひ
き
て
天
津
か
り
つ
は
さ
に
わ
け
し
八
重
の
し
ら
雲
（
40
）

		


左　

初
秋
月　

勝
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夕
月
夜
あ
さ
ち
か
露
に
う
つ
り
き
て
ま
た
影
う
す
き
初
秋
の
空
（
41
）

		


尤
よ
ろ
し
と
申
へ
し

		


右　

鹿
声
近

	

都
に
て
聞
し
は
遠
き
し
か
の
ね
を
軒
は
に
な
る
ゝ
秋
の
山
さ
と
（
42
）

		


左　

月
前
草
花

	

き
て
み
れ
は
月
も
千
く
さ
の
花
の
え
に
色
〳
〵
に
の
み
う
つ
る
秋
の
野
（
43
）

		


右　

擣
衣
幽　

勝

〽
秋
風
に
や
ゝ
は
た
さ
む
く
う
つ
衣
を
と
も
ま
遠
に
さ
夜
深
に
け
り
（
44
）

		


に
も
し
か
し
か
ま
し
く
き
こ
ゆ
れ
と
歌
か
ら

		


よ
ろ
し
き
に
や

		


左　

雨
後
月　

勝

	

晴
に
け
り
今
こ
そ
月
を
猶
そ
み
む
雲
も
ち
り
な
き
む
ら
雨
の
後
（
45
）

		


ち
り
も
雲
な
き
と
あ
る
へ
き
歟

		


右　

岡
紅
葉

	

露
時
雨
い
つ
く
は
あ
れ
と
も
み
ち
は
を
先
を
か
へ
よ
り
そ
め
や
そ
む
ら
ん
（
46
）」
第
六
紙

		


先
を
か
へ
よ
り
染
へ
き
こ
と
は
り
き
こ
え
す

		


左　

□
間
月　

勝

	

照
ま
さ
る
今
夜
の
月
に
み
つ
る
哉
松
の
下
葉
も
か
そ
ふ
は
か
り
に
（
47
）
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解
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と
翻
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右　

名
所
菊

〽
と
こ
ろ
か
ら
折
か
ら
秋
の
し
ら
菊
の
吹
あ
け
ら
れ
て
匂
ふ
浜
か
せ
（
48
）

		


下
句
頗
可
謂
異
風
者
哉

　
　

〈
左　

山
家
月　

勝
〉

	

し
は
し
ま
て
そ
れ
を
友
な
る
柴
の
戸
に
と
を
さ
か
り
行
山
の
は
の
月
（
49
）

		


右　

秋
時
雨

	

神
無
月
ま
た
て
し
く
る
ゝ
長
月
の
有
明
か
た
の
山
の
は
の
雲
（
50
）

		


同
字
あ
り

		


左　

月
前
竹
風

	

よ
ゝ
を
へ
て
ふ
し
み
の
呉
竹
に
か
け
な
ひ
き
行
秋
か
せ
の
末
（
51
）

		


右　

落
葉
混
雨　

勝

	

木
葉
ち
る
ま
や
の
あ
ま
り
に
さ
夜
更
て
よ
そ
に
は
き
か
ぬ
冬
の
雨
哉
（
52
）

		


左　

野
経
月　

持

	

武
蔵
野
や
お
花
の
波
に
う
き
し
つ
み
夜
わ
た
る
月
の
は
て
も
し
ら
れ
す
（
53
）

		


右　

山
寒
月

	

し
ら
雪
に
山
は
か
ゝ
み
を
か
け
そ
へ
て
み
か
く
も
さ
ゆ
る
冬
の
夜
の
月
（
54
）

		


左　

沢
辺
月　

持

	

影
う
つ
す
野
沢
の
水
に
ふ
す
鴫
の
つ
は
さ
に
か
く
は
秋
の
夜
の
月
（
55
）　　
　

」
第
七
紙
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第
四
句
き
ゝ
に
く
き
歟
又
水
中
に
ふ
し
た
る
様
に

		


き
こ
ゆ
る
歟
此
鳥
を
し
か
も
の
類
に
は
あ
ら
す

		


右　

川
千
鳥

〽
千
と
り
な
く
河
か
せ
さ
え
て
さ
む
き
夜
は
声
に
も
霜
や
を
き
ま
さ
る
ら
ん
（
56
）

		


こ
ゑ
に
霜
を
く
へ
き
こ
と
如
何

		


左　

月
前
聞
雁

	

又
や
み
ん
又
や
は
き
か
む
秋
か
せ
に
か
り
か
ね
わ
た
る
有
明
の
空
（
57
）

		


又
や
み
ん
又
や
見
さ
ら
む
し
ら
露
の
玉
を
き
し
け
る

		


秋
は
き
の
花
此
哥
を
と
れ
る
と
は
見
え
侍
ら
ね
は
な
を

		


可
有
斟
酌
歟

　
　
　

右　

篠
上
霰　

勝

〽
朝
な
〳
〵
さ
ゝ
分
し
人袖

は
袖影

歟

絶
え
て
あ
ら
れ
に
さ
や
く
を
と
そ
聞
ゆ
る
（
58
）

		


さ
や
く
あ
ら
れ
の
と
あ
る
へ
き
歟

		


左　

浦
辺
月

	

淡
路
か
た
御
鉾
の
露
の
う
ら
風
に
こ
り
か
た
ま
り
て
月
も
み
ゆ
ら
む
（
59
）

		


全
篇
不
庶
幾
歟

		


右　

夜
仏
名

〽
と
な
ふ
れ
は
三
世
の
仏
の
名
を
分
て
ち
か
ひ
そ
深
き
雪
の
山
て
ら
（
60
）
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第
三
句
心
得
か
た
し
結
句
も
つ
ま
り
て
き
こ
ゆ

		


左　

月
照
滝
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
八
紙

	

音
羽
山
木
の
ま
を
ち
く
る
秋
の
よ
の
月
か
け
む
す
へ
滝
の
し
ら
い
と
（
61
）

		


右　

言
出
恋

〽
し
ら
い
と
の
し
ら
す
か
ほ
な
る
人
に
我
た
ゝ
す
こ
と
は
の
な
と
か
た
る
ら
む
（
62
）

		


左　

杜
間
月

	

行
そ
み
む
生
田
の
も
り
の
月
の
か
け
さ
え
て
も
秋
の
け
し
き
こ
と
な
る
（
63
）

		


右　

互
忍
久
恋

	

も
ろ
と
も
に
月
は
も
り
き
て
や
と
れ
と
も
久
し
や
忍
ふ
し
け
る
板
ま
は
（
64
）

		


左
第
一
句
右
第
四
句
短
慮
不
弁

		


左　

月
前
秋
風　

勝

	

秋
風
の
そ
の
色
と
し
は
な
け
れ
と
も
深
行
月
に
ひ
か
り
そ
へ
つ
ゝ
（
65
）

		


右　

毎
夕
恋

	

待
よ
ひ
の
つ
も
る
か
中
の
い
も
せ
川
夕
や
恋
の
淵
と
な
る
ら
む
（
66
）

		


左　

江
上
月　

持

	

住
の
江
や
神
さ
ひ
わ
た
る
秋
の
よ
の
月
にはい
くと

ゝ

た歟

ひ
松
風
の
ふ
く
（
67
）

		


右　

夢
中
逢
恋

	

恨
す
な
君
に
も
見
え
は
夢
に
て
も
契
し
夜
半
は
う
つ
ゝ
な
ら
す
と
（
68
）
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左
は
姿
詞
よ
ろ
し
く
く
右
は
そ
の
心
ふ
か
し

		


左　

月
前
虫　

持

	

き
り
〳
〵
す
霜
よ
を
月
に
う
れ
へ
き
て
軒
は
の
草
に
よ
た
ゝ
な
く
な
り
（
69
）

		


よ
た
ゝ
こ
ひ
ね
か
ふ
へ
か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
九
紙

		


右　

契
後
世
恋

〽
後
の
世
と
契
り
て
も
又
い
か
な
ら
む
人
の
心
は
つ
ね
な
ら
ぬ
物
を
（
70
）

		


結
句
な
か
く
き
こ
ゆ
一
字
と
い
へ
と
も
い
か
ゝ

		


左　

月
前
聞
鹿

	

さ
を
し
か
の
つ
ま
恋
す
て
ふ
山
の
は
に
ま
た
れ
て
出
る
秋
の
夜
の
月
（
71
）

		


右　

放
返
書
恋　

勝

	

か
き
や
り
し
此
こ
と
の
は
を
返
し
て
も
思
ふ
心
は
せ
く
道
や
な
き
（
72
）

		


左　

旅
泊
月

	

清
見
か
た
た
ゆ
た
ふ
浪
の
か
ち
枕
月
を
し
る
へ
の
と
ま
り
と
そ
み
る
（
73
）

		


右　

白
地
恋

〽
馮
み
き
て
な
か
〳
〵
今
は
く
や
し
き
や
あ
か
ら
さ
ま
な
る
人
の
こ
と
の
は
（
74
）

		


左　

月
前
草
露　

持

	

尋
き
て
草
の
い
ほ
り
の
床
の
露
た
ひ
ね
の
月
に
秋
か
せ
そ
ふ
く
（
75
）

		


平
等
の
病
常
の
歌
合
の
例
に
ま
か
せ
て
難
と
申
へ
し
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
五
十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻

		


右　

忘
住
所
恋

	
我
身
こ
そ
忘
ら
れ
ぬ
と
も
せ
め
て
人
す
み
こ
し
さ
と
ゝ
尋
て
も
ゆ
け
（
76
）

		


其
心
た
し
か
な
ら
す

		


左　

菊
籬
月　

持
	

仙
人
の
ま
か
き
の
菊
に
ひ
か
れ
き
て
う
ち
は
ら
ふ
袖
に
有
明
の
月
（
77
）

		


右　

欲
絶
恋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
一
〇
紙

	

う
つ
ろ
は
む
と
お
も
ふ
も
人
の
花
心
絶
な
は
た
え
よ
春
の
山
か
せ
（
78
）

		


左　

暮
秋
暁
月

	

秋
も
は
や
く
れ
行
空
は
有
明
の
月
の
影
さ
へ
見
え
て
す
く
な
き
（
79
）

		


右　

恨
身
恋　

勝

	

い
か
に
せ
む
身
は
数
な
ら
す
大
か
た
の
情
あ
る
世
を
人
も
忘
れ
し
（
80
）

		


左　

寄
雲
恋　

勝

	

恋
し
や
と
思
ふ
心
は
絶
も
せ
て
た
え
行
雲
に
松
か
せ
の
こ
ゑ
（
81
）

		


右　

山
樹
高
低

〽
玉
椿
ふ
り
さ
け
み
れ
は
さ
し
出
る
八
峯
に
た
か
く
み
か
く
日
の
か
け
（
82
）

		


玉
椿
ふ
り
さ
け
み
む
事
天
の
原
に
は
相
違
す
へ
き
歟

		


八
峯
の
日
影
も
み
か
さ
の
山
の
月
に
及
か
た
き
歟

		


左　

寄
風
恋　

勝
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吹
か
せ
の
た
よ
り
に
つ
け
て
恋
し
さ
を
い
ひ
や
る
道
の
あ
る
よ
と
も
か
な
（
83
）

		


右　

浜
楸

	

白
妙
に
月
は
て
ら
ね
と
楸
生
ふ
る
浜
の
ま
砂
に
霜
そ
か
さ
な
る
（
84
）

		


左　

寄
雨
恋

	

君
を
の
み
お
も
ふ
心
は
を
や
み
な
く
ふ
る
春
雨
の
か
す
な
ら
ぬ
身
に
（
85
）

		


右　

水
郷
眺
望　

勝

〽
難
波
か
た
朝
き
り
晴
て
な
か
む
れ
は
明
石
の
う
ら
を
出
る
つ
り
舟
（
86
）

		


左　

寄
草
恋　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
一
一
紙

	

つ
れ
な
さ
は
皆
か霜

れ
の
お
り
〳
〵
も
人
の
心
に
し
け
る
道
し
は
（
87
）

		


五
文
字
い
と
も
こ
ゝ
ろ
え
ら
れ
す

		


右　

隣
家
鶏

	

子
を
お
も
ふ
笛
の
ね
な
ら
ぬ
庭
鳥
に
あ
な
か
ま
夜
半
の
隣
か
へ
て
ん
（
88
）

		


左　

寄
木
恋　

持

	

い
さ
ゝ
ら
は
え
に
し
も
と
め
て
う
へ
そ
み
む
君
か
や
と
に
は
松
と
し
ら
ね
は
（
89
）

		


右　

渕
魚

	

住
魚
よ
そ
こ
ゐ
も
し
ら
ぬ
淵
に
て
も
人
の
心
に
こ
ゝ
ろ
ゆ
る
す
な
（
90
）

		


左　

寄
鳥
恋　

持

	

一
こ
と
も
我
を
お
も
ふ
と
人
い
は
ゝ
花
鳥
の
音
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
（
91
）
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
五
十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻

		


右　

瀬
亀

	
や
ま
と
哥
の
な
か
れ
も
こ
ゝ
に
み
な
せ
川
苔
む
す
か
め
に
む
か
し
と
は
ゝ
や
（
92
）

		


左　

寄
嵐
恋

	

今
ま
て
は
残
さ
し
物
を
夕
あ
ら
し
あ
ら
し
こ
と
は
の
を
は
つ
せ
の
山
（
93
）

		


愚
意
不
分
別

		


右　

山
家
煙　

勝

	

山
里
の
朝
け
の
け
ふ
り
た
き
す
て
ゝ
う
し
ろ
の
は
た
を
か
へ
す
ま
す
ら
お
（
94
）

		


左　

寄
舟
恋　

勝

	

尋
か
ね
舟
の
中
に
は
と
し
ふ
と
も
逢
て
ふ
恋
の
道
も
あ
ら
し
な
（
95
）

		


右　

旅
友
多　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
一
二
紙

〽
故
郷
の
こ
と
の
み
か
た
る
大
伴
の
み
つ
と
も
し
ら
ぬ
松
の
木
か
け
に
（
96
）

		


左　

寄
琴
恋　

持

	

か
は
り
行
恋
路
に
た
つ
る
つ
ま
こ
と
の
引
か
へ
す
へ
き
こ
ゝ
ろ
な
ら
ね
は
（
97
）

		


た
つ
る
と
侍
る
お
ほ
つ
か
な
し

		


右　

述
懐
涙

	

此
神
の
心
つ
く
し
の
な
み
た
よ
り
ち
か
ひ
の
海
も
ふ
か
く
成
ら
ん
（
98
）

		


百
千
行
さ
も
こ
そ
侍
ら
め
い
か
さ
ま
に
も
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
ぬ

		


風
体
に
や
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左　

寄
衣
恋

	
夏
衣
し
の
に
そ
い
の
る
河
社
ち
き
り
は
う
す
き
一
重
な
り
と
も
（
99
）

		


右　

社
頭
祝

	

時
い
た
る
北
野
の
宮
を
わ
か
君
の
お
ほ
む
め
く
み
に
み
か
き
つ
く
ら
ん
（100

）

　
（
一
行
分
空
白
）

左
哥
川
社
の
事
ふ
る
く
よ
り
沙
汰
あ
る
事
な
れ
は

こ
と
あ
た
ら
し
く
申
に
を
よ
は
す
夏
衣
に
よ
せ
て

う
す
き
契
な
り
と
も
と
こ
ひ
ね
か
は
れ
た
る
心
は
あ
ら
は
れ

侍
る
を
一
重
な
り
と
も
と
い
へ
る
わ
た
り
お
も
ひ
た
き
に
や
河

や
し
ろ
も
し
ゐ
て
詮
な
く
や
右
歌
御
と
云
字
は
み
と
よ

め
る
外
は
近
来
の
哥
に
こ
と
に
見
及
侍
ら
ぬ
こ
ゝ
ち
し

侍
る
う
へ
こ
の
比
の
哥
さ
ま
に
は
不
相
応
に
や
と
そ
見
た　
　
　
　

」
第
一
三
紙

ま
ふ
る
な
す
ら
へ
て
持
と
そ
申
侍
る

抑
自
歌
を
番
て
雌
雄
を
論
す
る
事
は
吉
水
僧
正
七
社

哥
合
西
行
法
師
御
裳
濯
宮
川
両
度
之
哥
合

な
と
は
し
め
と
も
申
へ
き
に
や
判
者
は
い
つ
れ
も

五
条
三
品
京
極
黄
門
氷
詞
雹
語
を
ち
り
は
め
ら
れ
た

り
あ
る
人
此
ま一

き
に
勝
負
の
字
を
つ
く
へ
き
よ
し
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
五
十
番
歌
合
』
解
題
と
翻
刻

命
あ
り
先
蹤
を
あ
ら
た
め
す
神
慮
に
こ
と
を
よ
せ

て
北
野
宮
法
楽
の
た
め
と
か
や
侍
れ
は
い
な
ひ
か
た
き

も
さ
る
こ
と
に
て
其
器
に
あ
ら
す
と
申
さ
ん
も
か
へ
り

て
を
こ
か
ま
し
く
も
成
ぬ
へ
け
れ
は
た
ゝ
枉
て
人
□
に

し
た
か
ふ
こ
と
は
か
り
を
よ
り
と
こ
ろ
に
て
忽
然
念
起
の
一

は
し
を
の
へ
侍
り
難
波
江
の
よ
し
あ
し
は
た
か
は
ぬ

ふ
し
も
あ
ら
し
な
れ
と
胸
襟
の
表
裏
な
き
と
こ
ろ
は

い
か
て
か
真
鑑
な
か
ら
む
や
添
削
の
詞
こ
と
さ
ら
は
ゝ
か

り
お
も
ふ
た
ま
ふ
れ
と
此
作
者
数
寄
深
切
に
し
て
浜
千

鳥
の
こ
と
ゝ
ふ
跡
た
ひ
か
さ
な
り
侍
れ
は
あ
ひ
た
か
ひ
に

稽
古
の
た
め
こ
ゝ
ろ
を
の
こ
す
ま
し
き
よ
し
契
約
し

侍
る
に
よ
り
て
し
る
し
つ
け
侍
に
な
ん
あ
な

か
し
こ
〳
　〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
第
一
四
紙

　
（
一
行
分
空
白
）

	

左
者
半
日
詠
右
者
○一

日
詠

聖
廟
法
楽
御
点
者
徳
大
寺

	

相
国
入
道
殿
判
詞
者
資
直
卿
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【
本
文
異
同
】

〔
凡
例
〕

一
、「
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
五
十
番
歌
合
』〔
五
四
・
什
上
〕
合
写
本
」
と
の
異
同
を
示
す
。

一
、
新
収
本
（
歌
番
号
）
─
尊
経
閣
本
の
形
で
対
応
さ
せ
る
。

一�

、
尊
経
閣
本
は
、
武
井
和
人
『
十
市
遠
忠
和
歌
典
籍
の
研
究　

資
料
篇
下
』（
二
〇
二
〇
年
、
武
蔵
野
書
院
）
の
翻
刻
に
拠
る
が
、
通
用

字
体
に
改
め
た
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
確
認
し
、
翻
刻
に
訂
正
が
必
要
な
場
合
は
「　

」
で
示
す
。
翻
刻

の
訂
正
に
当
た
っ
て
は
、
武
井
氏
よ
り
教
示
を
得
た
。

〔
異
同
〕

　

・
見
□
ふ
れ
（
８　

判
詞
）
─
見
え
ふ
れ

・
才
覚
（
13　

判
詞
）
─
才
学

・
は
つ
か
に
さ
け
る
（
14
）
─
い
つ
か
に
さ
け
る　
「
は
つ
か
に
さ
け
る
」

・
む
ろ
の
岸
（
15　

判
詞
）
─
む
ろ
の
岸
や

・
判
詞
ナ
シ
（
22
）
─
同
字
あ
り

・
う
ら
は
（
24
）
─
浦
わ

・
す
み
か
□
□
（
25
）
─
す
み
か
く
る

・
よ
ろ
し
き
ゝ
（
29　

判
詞
）
─
よ
ろ
し
き
に

・
木
曽
（
33
）
─
木
暮

・
か
け
は
し
（
33
）
─
か
け
は
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五
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解
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と
翻
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・
□
間
月
（
47
）
─
松
間
月

・
野
経
月
（
53
）
─
野
径
月

・
声
に
も
霜
や
（
56
）
─
声
に
し
霜
や　
「
声
に
も
霜
や
」

・
篠
上
霰
（
58
）
─
篠
上
霰
秋　
「
篠
上
霰
」

・
け
し
き
こ
と
な
る
（
63
）
─
け
し
き
と
な
る　
「
け
し
き
こ
と
な
る
」

・
人
の
心
は
（
70
）
─
人
の
心
や　
「
人
の
心
は
」

・
難
と
申
へ
し
（
75
）
─
難
と
申
へ
く

・
こ
ゝ
ろ
ゆ
る
す
な
（
90
）
─
心
ゆ
す
る
な　
「
心
ゆ
る
す
な
」

・
時
い
た
る
（
100
）
─
時
い
た
り

（
み
た
ら
い　

や
す
ひ
ろ　

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
か
ね
ち
く　

の
ぶ
ゆ
き　

文
学
学
術
院
教
授
）


